
♦ 理数科教育など教育経験のオープンリソース化

♦ アジア中心に高等教育・職業教育分野の戦略

的展開（息の長い協力、交流の促進）

♦ NGOや教育関係者等の連携強化

♦ 国際開発協力に係る人材の育成

♦ 初等中等教育における国際理解教育の充実
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大学発 知のＯＤＡ ～知的国際貢献に向けて～

戦略的な教育協力の推進

知的国際貢献

♦ 国際貢献のための「知的コミュニティ」の構築

・「知の見本市機能」の創設

・「知的ネットワーク」の形成

・「目利き人材」によるコンサルテーション

・プロジェクトコーディネーターの育成

♦ 大学が有する援助リソース（研究成果や高度人材

育成機能）活用のための支援

大学が有する「知」の活用

ＯＤＡにＯＤＡに
おけるおける
課題課題

国際開発協力サポートセンター・プロジェクトによる支援

○ 教育全般を通じた国際化・グローバル化への対応

○ アジア地域を中心とした高等教育需要への対応

○ 国際開発協力への参画を通じた我が国の教育改善・大学改革

双方の課題に応えるための の必要性

具
体
的
方
策

課

題 我が国の教育我が国の教育
におけるにおける
課題課題

○ 貧困、感染症、災害等の地球的規模の課題解決のための知的貢献

○ 我が国ＯＤＡにおける量から質への転換

○ 良好な外交関係の構築のためのＯＤＡの戦略的な実施



国際開発協力のための「知的コミュニティ」の構築

大学

行政機関 NGO等

援助関係者

目利き人材によるｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ

大学が有する知的な援助ﾘｿｰｽ（研究成果や教育研究
機能）に関し、大学や民間組織のOBなどのｼﾆｱ人材も

活用し、専門的見地から技術的なｱﾄﾞﾊﾞｲｽ等を実施

（例えば防災、感染症、環境、農業開発、水産、
ｴﾈﾙｷﾞｰ、情報通信技術、運輸交通、経済政策、
民間セクター開発等の分野などでの実施を想定。）

大学の援助ﾘｿｰｽ
活用のための支援

大学の援助ﾘｿｰｽを国際
協力に活用可能にする
ための、改善・実証等に
必要な資金の提供

「知」

途上国

ﾆｰｽﾞ情報 効果的解決方法

要請、協力

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ競争的資金
の提供

大学の援助ﾘｿｰｽに関す
る見本市機能の創設

援助に役立つ大学の援助
ﾘｿｰｽに関する情報の収集
及び援助機関と大学の双方
関係者が情報共有・意見
交換できる場の整備

我が国の教育
経験の提供

我が国の教育経験
のｵｰﾌﾟﾝﾘｿｰｽ化など
を通じ、関係者間の
情報共有を推進

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ情報

知的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成

我が国の大学が有する特色や
経験がよりよく活かされる息の
長い人的・組織的連携関係を
構築

国際協力に有用な大学の「知」
サポートセンター・プロジェクトの新たな展開
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